8-4-2　交通・安全専門委員会
1. 交通・安全専門委員会の予算

予算：2,000,000円

2. 主な活動の記録
(1) 交通・安全専門委員会の開催

　委員会開催回数：10回

(2) 自主研究「交通・安全に関する研究（仮称）」の実施

　　・研究テーマ１：高齢社会の交通安全性の高度化に向けた研究

　　・研究テーマ２：道路空間・交通施設の活用に関する研究

交通・安全に関するインフラは、高齢社会、人口減少などという新たな局面に対応していくことが強く求められている。

このような社会状況変化を踏まえ、高齢社会における交通安全の高度化について幅広い観点から研究し、現行制度などの問題点や改正の方向性さらには建設コンサルタントの果たすべき役割について整理するものである。

また、人口減少社会への対応が求められており、地域活性化における道路交通インフラの役割を交流人や地域連携の拡大などの観点から研究し、国内外の事例整理、今後の活用方策や事業展開の方向性、建設コンサルタントの関わり方などを検討する。
　　　本研究は2ヶ年の継続研究であり、下記の枠内に示すような取りまとめを予定している。





(3) 交通安全などに関わる最新動向の情報収集
自主研究の一環として、交通安全などに関わるトピック的な事項について、専門委員会開催時に話題提供していただく、情報の共有化、今後の展開方向、建設コンサツタントとしての関わりなどを議論している。

平成18年度における具体的なテーマは以下の通りである。

　　　・「日本橋　みちと景観を考える懇談会」の検討状況
　　　・アメリカのシーニックバイウェイの動き

　　　・モビリティマネジメントの動向

　　　・交通事故例調査分析検討会の中間報告

　　　・災害発生時の帰宅困難者に対する「情報ビジネス」について（現地踏査結果）
　　　
3. 次年度の活動について

自主研究を主体に活動を実施する。

特に、交通安全施設の整備、活用事例の現場見学などを行う予定である。

（交通・安全専門委員会委員長　江花　典彦）







「交通・安全に関する研究（仮称）」の研究内容案








（研究テーマ２）


道路空間・交通施設の新たな取組み


社会実験事例、整備事例の整理


事業実施上の問題点、課題


今後の方向性


道路に係る地域活性化方策の新たな取組み（日本風景街道）


事業の概要


先進事例の整理


最近の動向、今後の方向





（研究テーマ１）


高齢者の事故特性と行動特性の整理


高齢者に配慮した交通安全対策の事例整理


３．高齢社会におけるニーズ調査


４．高齢社会における空間・機能の調査


５．安全・安心な社会環境の考察


６．施策事業への提案








